
仕  様  書 

1. 工事名   

果樹試験場中晩柑ハウス地中熱空調機器増設工事 

【2期工事 冷暖房側】 

 

2. 工事場所  

果樹試験場第 2圃場 中晩柑ハウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 工事内容 

  地中熱ヒートポンプ加温栽培ハウス内にファンコイルユニットを設置し、既存のヒートポン  

プと空調配管を接続する。また、地中熱ヒートポンプ加温栽培ハウス内の既存の循環扇の位

置を変更する。 

概要は図 1を参照。 

 

4. 目的 

現行課題「ハウスミカン生産性向上のための高度な環境制御技術の開発（R5～9）」において

地中熱ヒートポンプの有用性を調査するため。 

位置 名称 

①  地中熱ヒートポンプ加温栽培ハウス 

②  重油加温栽培ハウス 

③ 制御盤室 

中晩柑ハウス 



5. 施工内容 

 

【仕様・条件】 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1) 各種機器設備の設置 

【仕様・条件】に記載された機器を図 2の通りに設置する。 

ファンコイルユニットの設置位置は設置前に担当者と協議すること。 

 

2) 空調配管工事 

仕様・条件に記載された各種配管部材を図 2.3の通りに設置する。 

ハウス内の架空配管の設置要領は図 4のとおりである。 

 

3) 換気設備工事 

既存の循環扇を図 2の通りに移設する。 

 

4) 電気設備工事 

循環ポンプ 1台及びファンコイルユニット 3台に対し、電気設備工事を行う。 

詳細は図 5のとおりである。 

 

＜施工上の注意事項＞ 

 工事は契約締結日から令和６年８月２６日までに完了すること。 

ハウス内外の試験樹を傷めないように配慮し、施工するものとする。 

工事期間は加温栽培中であるため、ハウス内温度に影響が出る作業がある場合は、事前に担当  

者と協議すること。 

この仕様書に記載されていない内容、不明な点は事前に担当者と協議する。 

 設置後、12か月以内は保証期間とし、不具合が生じた場合は、速やかに修理対応すること。 

 メーカーの技術者が佐賀県、もしくは、隣接県に常に常駐しており、技術対応が迅速である 

こと。 

設置後に担当職員と日時を調整し、操作説明を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

図１ 機器設備・空調配管工事（冷暖房側）・換気設備工事における概要図 



 
 

図 2 機器設備・空調配管工事（冷暖房側）・換気設備工事における詳細図 



 
 

 

 
 

 

 

 
図 5 電気設備工事 

図 4 架空配管の設置 

図 3 ヒートポンプ及びファンコイルユニット配管図 


